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【公開番号】特開2009-200871(P2009-200871A)
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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年2月14日(2011.2.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のブロックに分割された入力画像データをブロック単位で直交変換し、変換係数デ
ータを出力する変換手段と、
　前記変換手段から出力される前記変換係数データを量子化パラメータに従ってブロック
単位で量子化する量子化手段と、
　前記複数のブロックから視覚的劣化が目立ちやすい所定の特徴を有するブロックを抽出
し、画面内での抽出ブロック数を出力する特徴抽出手段と、
　前記特徴抽出手段により抽出されるブロックの特徴毎に制御感度を設定し、当該制御感
度に従ってブロック毎に前記量子化パラメータを決定する量子化制御手段とを具備し、
　前記量子化制御手段は、前記特徴抽出手段からの前記抽出ブロック数に応じて前記制御
感度の値を変化させる
ことを特徴とする符号化装置。
【請求項２】
　前記特徴抽出手段は、前記所定の特徴を有するブロックとして、エッジ部を有するブロ
ックを抽出し、
　前記量子化制御手段は、エッジ部に係る前記抽出ブロック数が閾値よりも少ない場合、
エッジ部に対して設定される前記制御感度の値を大きく変化させて前記量子化パラメータ
を下げるようにし、エッジ部に係る前記抽出ブロック数が前記閾値以上である場合、エッ
ジ部に対して設定される前記制御感度の値を小さく変化させて前記量子化パラメータの下
げ過ぎを抑制する
ことを特徴とする請求項１に記載の符号化装置。
【請求項３】
　前記特徴抽出手段は、前記所定の特徴を有するブロックとして、肌色部を有するブロッ
クを抽出し、
　前記量子化制御手段は、肌色部に係る前記抽出ブロック数が閾値よりも少ない場合、肌
色部に対して設定される前記制御感度の値を大きく変化させて前記量子化パラメータを下
げるようにし、肌色部に係る前記抽出ブロック数が前記閾値以上である場合、肌色部に対
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して設定される前記制御感度の値を小さく変化させて前記量子化パラメータの下げ過ぎを
抑制する
ことを特徴とする請求項１に記載の符号化装置。
【請求項４】
　前記特徴抽出手段は、前記所定の特徴を有するブロックとして、平坦部、エッジ部及び
肌色部を有するブロックをそれぞれ抽出し、
　前記量子化制御手段は、エッジ部と肌色部に対してそれぞれ設定される前記制御感度に
ついては、前記特徴抽出手段からの前記抽出ブロック数に応じてその値を変化させ、平坦
部に対して設定される前記制御感度については、前記特徴抽出手段からの前記抽出ブロッ
ク数にかかわらず一定の値にする
ことを特徴とする請求項１に記載の符号化装置。
【請求項５】
　前記制御感度は、前記量子化パラメータを決定する際に参照する正規化アクティビティ
を算出するためのリアクションパラメータであることを特徴とする請求項１に記載の符号
化装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明に係る符号化装置は、複数のブロックに分割された入力画像データをブロック単
位で直交変換し、変換係数データを出力する変換手段と、前記変換手段から出力される前
記変換係数データを量子化パラメータに従ってブロック単位で量子化する量子化手段と、
前記複数のブロックから視覚的劣化が目立ちやすい所定の特徴を有するブロックを抽出し
、画面内での抽出ブロック数を出力する特徴抽出手段と、前記特徴抽出手段により抽出さ
れるブロックの特徴毎に制御感度を設定し、当該制御感度に従ってブロック毎に前記量子
化パラメータを決定する量子化制御手段とを具備し、前記量子化制御手段は、前記特徴抽
出手段からの前記抽出ブロック数に応じて前記制御感度の値を変化させることを特徴とす
る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　図２は、特徴抽出部１１３の概略構成ブロック図を示す。平坦検出部２０１は、並べ替
え部１０１からのマクロブロック単位の画像データから平坦部の程度（レベル）を検出す
る。同様に、エッジ検出部２０２は、並べ替え部１０１からの画像データからエッジの程
度（レベル）を検出する。肌色検出部２０３は、並べ替え部１０１からの画像データから
肌色の程度（レベル）を検出する。図３は、検出部２０１，２０２，２０３の検出特性、
又はレベル化の関数を示す。図３（ａ）は、平坦検出部２０１に対するレベル化特性を示
す。図３（ｂ）はエッジ検出部２０２に対するレベル化特性を示す。図３（ｃ）は肌色検
出部２０３に対するレベル化特性を示す。
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